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 和歌山県田辺市 

事業名：「熊野 Reborn Project」 

取組の概要 

熊野の里山の維持・保全と地域産業の両立という地域課題解決に向けて、

地域の暮らしや文化に関心の高い「低山トラベラー」を対象とした講座とフ

ィールドワークを開催しアイデアを募集。 

主な成果 

体験プログラムの検討は４件、活動協力の意思表示者は 12名といずれも

目標値を達成。期間中も SNS等を活用した情報発信や参加者の勤め先のメデ

ィアを使った本プロジェクトの紹介、クラウドファンディングによる地域へ

の支援など、多様な形で地域に関わる姿がみられている。 

 

 事業の背景・目標 

 関係人口によって解決・改善を図りたい地域課題 

・地域産業が衰える中、世界遺産「熊野古道」を抱える熊野の里山は荒れ始

めており、熊野の里山の維持・保全と地域産業の両立が課題である。 

 概ね５年後の地域の理想の姿 

・本プロジェクト修了生を 50名以上輩出。修了生と地域事業者によるコミ

ュニティが形成され、定期的にオフ会を実施。地域事業者と修了生が協働

し、移住や二拠点ワークスタイルで地域事業の直接的な担い手となる者も

複数存在。 

・関係人口のプラットフォームとなる WEB コンテンツが完成し、地域事業者

と関わる体験プログラムが数多く募集されている。また、都市圏住民によ

るローカルな口コミ情報が次々とアップデートされる。 

 これまでに取り組んできた関係人口関連施策の実施状況・成果 

・「田辺市熊野ツーリズムビューロー（以下、ビューロー）」が創設した「熊

野古道女子部」による地域人材との交流 

・グリーンツーリズムの拠点「秋津野ガルテン」による都市と農村の交流

（農村体験、民泊など） 

・内発型の人材育成に取り組む「たなべ未来創造塾」を核として、首都圏人

材との交流を促進する「たなコトアカデミー」、首都圏企業若手職員研修

「ことこらぼ」などの関係人口施策を連動 

 今年度事業の目標 

目標 ・熊野古道へのリピートと地域課題解決に向けた地域事業者との

継続的な関わり 

・関係人口のプラットフォームとなる WEBコンテンツが完成し、

講座参加者による口コミ情報がアップ、体験プログラムの具体

的検討 

成果指標 講座参加者によるヒアリング及び講座終了後のアンケートによる

把握 

目標値 

（基準値） 

体験プログラム具体的検討：２件（基準値：０件（2019年度）） 

熊野古道へのリピート：５名（基準値：０名（2019年度）） 

地域活動への協力の意思表示：５名(基準値：０名(2019年度)） 



137 

 事業実施体制 

区分 団体・組織名称 役割 

行政 田辺市たなべ営業室 事業の管理・募集・広報の戦略策定・

とりまとめ・地元受入主体との調整 

中間支援組織 田辺市熊野ツーリズムビ

ューロー 

全体総括、ゲストスピーカー登壇、フ

ィールドワークプログラムの造成、

WEBコンテンツ監修、動画監修、熊野

古道情報提供 

地元受入主体 秋津野ガルテン 

チーム HINATA 

BokuMoku 

ゲストスピーカー登壇、フィールドワ

ーク講師、フィールドワークに伴う体

験コンテンツの提供 

その他 ヤマップ 

大内征氏 

・参加者募集、コミュニティ形成、講

座運営、WEBコンテンツ作成 

・参加者募集、講座・フィールドワー

クのメンター 
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 ターゲット設定とアプローチ方法 

ターゲット層 アプローチ（情報発信） 

方法 

期待する役割・関わり方 

地域の暮らしや文化

に関心の高い低山ト

ラベラー 

熊野の里山経済圏を

支える中山間地域農

業・林業・鳥獣害対

策への関心と、世界

文化遺産である熊野

古道への深い探求心

を併せ持つ層に絞

る。 

登山者 150万人超が会員登

録するコミュニティサービ

ス「YAMAP」をベースに、

低山トラベルの第一人者で

ある「大内征氏」が有する

コミュニティを通じて参加

者を募集。また YAMAP サイ

ト上に特設ページを設け、

熊野の里山が直面する課題

や地域事業者の取組を丁寧

に紹介した上で、同社アプ

リの会員通知機能により募

集を展開する 

・熊野 RebornProject への参加 

・熊野の景観の保全や地域の暮ら

しの維持・再生への継続的な携

わり 

・都会の視点から体験プログラム

やアクティビティツアー・新商

品の開発への関与 

・熊野に関わって得た口コミ情報

をオンライン、オフラインを通

じて発信 

 

 事業スケジュール 
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 取組の内容 

【取組１ 連続講座とフィールドワークの実施】 

目的と概要 

・熊野の景観の保全と里山経済圏の維持再生につながるアイデアを創出する

ため、地域の暮らしや文化に関心の高い「低山トラベラー」を対象とした

連続講座４回と現地フィールドワーク１回を開催した。 

 

講座参加者 

・低山トラベラー14名 

※YAMAP＆大内征氏コミュニティを通じて募集し、経営者、役者など幅広い

バックボーンを持つ 78名から応募があった 

開催状況 

・各回、地域事業者と共に熊野の里山利用のあり方について議論を深め、自

分なりの熊野への関わり方を考えた。 

成果等 

・終了後のアンケートでは、田辺市への「再訪」「継続関係」「取組への支

援・協力」そして「知人・友人への紹介」の各設問に対して、回答者全員

から肯定的な回答が示されるなど、継続した地域との関わりが期待できる

結果であった。 
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【取組２ 参加者コミュニティの立ち上げ】 

目的と概要 

・講座参加者と地域事業者が気軽に相談できる場として、また事業終了後も

双方が地域課題を共有し、その解決に向けて自走するコミュニティを形成

するため、SNS を活用したプラットフォーム（熊野 Reborn Project プライ

ベートグループ）を立ち上げた。 

参加者 

・31名（講座参加者 14名、地域事業者４名、スタッフ 13名） 

成果等 

・本コミュニティにより講座参加者と地域事業者との直接的なつながりが構

築された。また両者の関係性が深まるにつれ、気軽に熊野古道の話題や情

報が投稿されるなど、今後の継続的なつながりが期待できる。 
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【取組３ WEB コンテンツの制作】 

目的と概要 

・本プロジェクトの取組に対する社会的な認知と理解を広げるため、取組１

の実施状況を WEB 記事や動画などにコンテンツ化するとともに、日本最大

級の登山者コミュニティサービス「YAMAP」上に設置することで情報の拡

散を図った。 

成果等 

・登山者領域に強みを有する「YAMAP」のコミュニティ上に構築したコンテ

ンツであることから、登山愛好家と地域事業者が協働する本プロジェクト

への社会的な理解と、都会に住みながら地域課題の解決に携わる関係人口

の取組そのものへの理解が広がった。 

 

 

 

 

 事業成果 

 取組ごとの成果発現プロセス 

 

 

熊野の里山を支える地域事業者の取組を丁寧に紹介 「YAMAP」上で発信することで情報を拡散 
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 本事業全体を通じた成果 

・参加者は、役者、コピーライター、鑑定士など、幅広いジャンルと多彩な

バックグラウンドを併せ持つメンバーがほとんどであり、その多面的な視

点と深い洞察力からもたらされたアイデアは、独創的かつユーモアに溢れ

た新しい価値の創出につながりそうな提案ばかりであった（アイデアの事

業化に向けて本プロジェクト参画メンバーとも協議していくとともに、事

業化の際には発案者もプロジェクトに参画してもらうことも検討してい

く）。 

・期間中も SNS 等を活用した情報発信や参加者の勤め先のメディアを使った

本プロジェクトの紹介、クラウドファンディングによる地域への支援な

ど、多様な形で地域に関わる姿がみられ、事業終了後の継続的な関わりが

期待できる。 

・座学３回を経たあとでのフィールドワークだったこともあり、13名中７名

の講座参加者が現地に留まり、熊野古道・中辺路の未踏区間を踏破した。 

・ゲストスピーカーとして登壇した林業事業者の取組に共感を抱いた参加者

が、約１週間インターンシップを経験。現地で林業に従事することで、熊

野の里山に関して理解を深めることができた。こうした事例は都市圏と地

方圏をつなぐ新たな関わりと捉えることができ、他の参加者にも熊野への

関わり方の好例として示すことができた。 

・同様にヤマップと地域事業者の間でも熊野の里山再生につながる新規事業

が進められている。 

・持続可能な地域づくりに取り組む「田辺市熊野ツーリズムビューロー」、

「秋津野ガルテン」、「たなべ未来創造塾」の三者による受入体制の確保と

登山者領域に強みをもつヤマップと大内征氏が連携することで、質の高い

事業遂行と継続的な関わりが期待できる関係人口の創出につなげることが

できた。 

・終了後のアンケート(12 名)では、「今後田辺市を再訪したい」、「今後も田

辺市に関わり続けたい」、「田辺市の取組みに対して協力・支援したい」、

「田辺市の魅力を知人・友人に広めていきたい」のいずれの項目でも、回

答者全員から肯定的な回答が寄せられるなど、プロジェクト終了後も地域

との関わりを継続する意思が示された。 

・参加者、地域事業者双方からプロジェクト継続を望む声があがったことも

あり、来年度は市の単独事業として計画している。 

・新聞やウェブメディアを通じて本事業が取り上げられたほか、講座参加者

による SNS 上での情報発信により、地域課題解決型関係人口の社会的認知

と理解の広がりとともに、次年度事業への参加意欲が高まった。 

・事業終了した現在も講座参加者と地域事業者の交流が続くなど、継続した

関わりが続いている。 

 

 事業を通じた課題・気づき等 

 事業の目標設定と達成に関する課題・気づき 

・事業の継続と自走を見据えた際、今回のアイデア提案型から事業協働提案

型の人材募集へ移行することも検討していく必要がある。 
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 事業の実施体制に関する課題・気づき 

・プロジェクト始動前に現地で下見を行い、それぞれの役割分担の整理と役

割に応じたオペレーションの確認ができたので、円滑な講座運営を行うこ

とができた。またコロナ禍にあっても臨機応変に対応することができた。 

 ターゲット設定や募集・情報発信等に関する課題・気づき 

・国内シェアトップの登山者コミュニティを運営する「ヤマップ」、そして

低山トラベルの提唱者「大内征氏」のコミュニティを活用した募集告知に

より、意欲的かつ熱量の高い 14名の参加者を確保することができた。 

 各取組の実施・運営に関する課題・気づき 

・本プロジェクトへの満足度は非常に高いものだったが、最後のアイデア共

有会では自分ごと化への落とし込みができていない発表も一部見受けられ

た。運営側からの周知が行き届いていない点に加え、コロナ禍の影響によ

りオンラインへの移行やフィールドワーク中の懇親会の中止を余儀なくさ

れたことが、少なからず影響しているのではないかと考えられる。 

 

 今後の関係人口創出・拡大に向けた展望 

 本事業の成果の今後の活用・発展方向について 

・講座参加者から出されたアイデアの事業化にあたっては、講座参加者がプ

ロジェクトチームの一員として参画していただくことを検討する。 

・今年度の講座参加者には、第２期では、“先輩”としてゲストスピーカーや

トークセッションへの登壇を担ってもらい、関わりを発展させていく。 

 地域における関係人口への期待について 

・これまでの関係人口施策を通じて、都市圏と田辺をつなぐ多様な関わりが

生まれているところであり、ウィズコロナの中、オンラインとオフライン

を活用したハイブリッド型の関係人口を創出していくことで、引き続き地

域づくりの新しい担い手として期待される関係人口を創出していく。 

 今後の関係人口創出・拡大に向けた政策等について 

・より深い関係人口への進展が見込めそうな参加者には、首都圏関係人口養

成講座「たなコトアカデミー」へ誘導し、さらに関係を深化させる。 

・事業継続には地域課題の解決とビジネスの両立（CSV）の観点が重要であ

ることから、常に次のステップを見据えるとともに、有機的なつながりを

創出することで新たな価値の創造が期待できる。 

 地域における持続的な受入の体制・仕組みについて 

・関係人口の創出にあたっては、地域の魅力的な人や取組が重要であると認

識し、内発型の人材育成事業「たなべ未来創造塾」を核とした地域住民と

地域外住民との対流促進による関係人口の創出に努めてきた。今後、関係

人口の発展を見据えた際、中間支援組織や関係案内人の確保は必要不可欠

であることから、本事業に参画した事業者とも連携しながら取り組んでい

けるよう努める。 

 

 

  


